














重友資料を寄せられたのは，古家儀八郎(秋田)， 三春伊佐夫・若松多八郎・ 直橋信雄 (山





















* Contributions frOm the Laboratory of Applied Botany; Faculty of Agriculture， Yalllagata 






























































































































































































ヤマガン 岩手 (江刺， 胆沢，東・西磐井)，
宮城 (玉造，栗原，本吉)
ヤマタワ 岩手 (上閉伊)，宮城 (名取，宮
城，栗原)， 新潟(刈沼)



















東北地方の樹木方言(第 1報)一一佐藤 2t 
が 2通で， 10通 (27%) が東北地方だけにしか見られたいものである.


















アブラギ 高知J土佐，香美，長岡，安芸) ジーシャ 、長野(東筑摩}
オガタマ和歌山〈那智山) ジョーノ -J.キ 山形(飽海)
クマヤナギ 、宮城(刈田) ショーガキ 熊本 l球磨)







































































































































































































































































































































アゼヌりパナ 幅井(全廓下) ガンザ 青森(下北)，秩国(南秋田)，岩手


































































，スタナジパナ 山形(鶴岡，東 ・西田川) ホネカラハサミ 山形(北ヰ寸山).火葬場で
スダネ 山形 (西置賜] 骨拾い使うためー
スダネヌキ 山形-{北・ 西村山) ヤマウツギ 岩手(和賀)
スダレ 山形 {北村山j ‘ ヤマガザ 山形(西田川)
ソートメツツp 徳島(美馬) ローッパ 新潟(刈羽)
上に記した通り".全国で50通の方言の中で，東北地方に通用するのは41通もあり， しか
もその中の34通 (全体の60.7μ強)が東北地方の特有と云う高い比率を示している
























































































比率で， ミズキの 35.7μ，ヤマボーシの27%，クロモジの 33.3%，ネムノ キの 36.7%，タ




3)千代延命寿:石見の樹木方言 (方言 3:916-921， 1933) 
4) 小林新 :私の研究 29.秋田燃の植物(大館， IY51)
5)高知営林局:四国樹木名方言集 {高知， 1936)
6)孫繭 }E:郷土の生物方言調査 (宇治山田.1933)
7)丸山利雄:郷土の植物方言 (槌物趣味 6:、128-134，1938;7: 17-2・2，4 64-74，1938) 
8)水口 清:秋田の植物方言 (鷹主主， 1(30)






1ラ)佐藤亙己:山形燃庄内地方の植物方言(山形議事研究報告 3: 1-49，1950) 
16)佐藤正己:山形燃の植物方言 1，2(山形農林学会報 1: 39-44，1951; 2 : 38-44; 1952) 
17)杉本順一;静岡腕の植物 l静岡，1948)
18)橘 正一:樹の方言(方言と土俗 3-7: 1-10，1932) 
19)橋正一:全国植物方言集(盛岡.1939)




1) . The local names of seven species of trees such as Cornus contj'over綿 Hemsl.，
Cyno:r.ylon japonica NAKAI， Lindera m.embnmacea Max;im. and L. 1.mbellata Thunb.， Albizziα 
Julibri柑肌 Duraz.var. sper:iosx Koidz.， ，TVeigela hOTtel1sis C. A. M巴yer，.and Pterocarya 
jOhoifolia' Sieb. et Zucc. were enulllerated in this paper. 
2) The nUlllber of local nallles used in Tohoku-District and its specificity are 
shown in七befollowing table，. 
¥Local nallleS I m L ，1 T?tal I sp:cific I co~.~on 伽side
¥ I.Total 1 iu. to with Latin names ¥ I ，AVVu，.L I ~ ~V ぺ |
¥ 1 Tohoku 1 Tohoku 1 other distr. 1 Tohoku 
白rn:usCOJ1tro切 rsa 1 70 31. 25 れ 39
じ:yno:r.ylon.1αponiω I 37 ， 1:2 10 2 25 
Linder:l m，emomJ1J1Ce(l & L， 'umbe!lata 1 38 18 13 5 21 
AめizziaJulibrissiη 1 98 56 a6 ， 20 42 
W匂igelahor白川is I 56 41 34 7 15 
Pterocal'y日 γ九仰'foli日 1 83 9 6 3 ・ 24 
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